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２　収集資料リスト



Ⅰ．国名     

正式名称 ミャンマー連邦共和国 
The Republic of the Union of Myanmar 

Ⅱ．農業指標  単位 データ

年 

データ出典 

 総人口 5,978 万人 2010年 *1 

 農村人口 4,100 万人 2010年 *1 

 農業労働人口 3,001 万人 2010年 *1、*2より計算 

 農業労働人口割合 50.2 % 2010年 *2 

 農業セクターGDP割合 27.5% % 2010/11年 *3 

 農耕面積/トラクター一台当たり 1,968 ha 2008年 *1 

Ⅲ．土地利用   

 総面積 6,766 万ha 2009/10年 *1 

 陸地面積 6,766 万ha 2009/10年 *1 

 耕地面積 1,365 万ha 2009/10年 *1 

 永年作物面積 N/A 万ha 2009/10年 *1 

 灌漑面積 233 万ha 2009/10年 *1 

 灌漑面積率 17.1 % 2009/10年 *1 

Ⅳ．経済指標   

 1人当たりGNI 700.6 ドル 2012年 *4 

 対外債務残高 1,939 百万ドル 2010年 *4 

 対日貿易量 輸出 238 億円 2010年 *5 

 対日貿易量 輸入 363 億円 2010年 *5 

Ⅴ．主要農業食糧事情   

  FAO食糧不足認定国 N/A    

 穀物外部依存量 11 万t 2008/09年 *6（穀類のみ） 

 1人当たり年間食糧消費量 152.5 Kg 2008/09年 *6 (穀類のみ) 

 穀物輸入 11 万t 2008/09年 *6（穀類のみ） 

 食糧援助（穀物） 1 万t 2006年 *6  

 食料輸入依存率 0.5 ％ 2008/09年 *6 (穀類のみ) 

 カロリー摂取量／人日 2,493 kcal 2008/09年 *6 

Ⅵ．主要作物単位収量   

 コメ 4.07 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

 トウモロコシ 3.54 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

 コムギ 1.81 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

 ソルガム 0.98 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

 ケツルアズキ 1.52 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

 リョクトウ 1.26 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

 マンゴー 7.19 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

 オレンジ 28.64 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

 キャベツ 14.97 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

 トマト 11.83 ﾄﾝ/ha 2010/11年 *1 

*1 “Myanmar Agriculture at Glance 2011” 

*2 IHLCA Poverty Profile 2009-10, UNDP 2011  

*3 Myanmar Agriculture in Brief, U Soe Hlaing, 2012 

*4 IMF”World Economic Outlook Database” 2012  

 

 

*5 外務省ホームページ国別情勢                    

*6 FAOSTAT database-Trade-Food Balance Sheet  
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３　対象国農業主要指標



ヒヤリング記録 
（1）AMD  

 

面談相手先 農業潅漑省農業機械化局（AMD） 
出席者 【面談者】U Soe Hlain 局長ほか 

【調査団】森、U Myo Zaw Shein（通訳） 
日時 10 月 1 日（月）13：00～15：00 
場所 AMD 会議室 
面談内容 
(1) JICA 緊急無償のトラクター 

サイクロン被災地への支援機材として、AMD は 90hp のトラクター65 台を受領の予定。 
配布先は、Magwe、Karen、Pago 地域を予定。圃場のリハビリと機械サービスを提供する計画。

本 2KR との重複はない。 
 

(2) モデル機械化農場の開発計画 
5 月の情報収集調査時に、全国 7 州/地域で総面積 3,500 エーカーの計画があり、予算の執行待

ちであるとあったが、まだ予算執行はなく進んでいない。潅漑局がネピドーの空港へ向かう途中

の地域で 200 エーカーの造成を行ったのみ。 
中国の借款による区画整備事業の計画があり、現在閣議で検討中。9 カ所の州・地域を対象に、

90MUS$（10MUS$/各州・地域）予算で、1 万 5,000～2 万エーカーを整備する内容。 
DG：日本の借款は、給水、電気、道路などに限定されており残念である。 

 
(3) ミンガラドンの#1 修理所の倉庫にあったトラクター 

Soanarica hp90   51 台 
Indofarm hp52      20 台 
    hp75   20 台 
        hp90   20 台  
クボタ hp4      5 台   合計 116 台 

この調達は、政府の予算執行を受けて行われ、総台数 131 台が調達された。既に 15 台は配付

されている。この 131 台のうち、Snarica 21 台とクボタ 5 台は、ネピドー地域のモデル機械化農

場の開発地で国の資金で使用され、残りの 105 台はすべて販売する計画である。販売条件は無利

子 3 年ローン（3 回均等払い）である。 
 

(4) DG への確認、依頼事項 
１）CPF（Counterpart Fund）について 

CPF はサービス料だけでは、義務額に届かないことについて、JICA は心配している。 
鈴木リーダーの到着までには、納得できる説明を用意するように依頼。 

本人もどうすればいいか、いろいろと考えている様子。そのなかで、各 4 カ所の計画地域へ配

付する機材について、その半分を販売するというアイデアが説明された。 
無利子の 4～5 年、4～5 回払いのローンを付けて、今まで大農しか入手しにくかった機械をよ

り小規模な農家にも購入可能な状況にし、近隣零細農にもサービスを提供させるというもの。 
２）ソフトコンポーネント 

ソフトコンポーネントは、2KR のスキーム上、多くは付与できないことを説明し、了解を得

た。 
３）Meiktila 研修所の整備 

上記同様ワークショップ機材は検討外とすること、また、研修用機械についても、CPF のこ

とや全体予算が限られていることから、4 カ所の対象地への導入を計画する機材のみとすること

で、了解を得た。ただし、この機械分の CPF をどうするか？検討中。 
 

－ 87－

４　ヒアリング結果



（2）AMD 農業機械化研修センター （Meikthila）  

 

面談相手先 AMD 農業機械化研修センター 
出席者 【面談者】U Htun Htein Lin（副所長）、Daw Myo Thida San（訓練部部長）、U Aung 

Mying Swe（部長） 
【調査団】森、U Myo Zaw Shein（通訳） 

日時 10 月 3 日（月）10：00～14：00 
場所 AMD 研修センター会議室 
面談内容 
（1）要請内容の取り扱いについて以下の了解を得た。 
・ワークショップ用機材は除外する 
・4 カ所の ATS（Agriculture Tractor Station）へ導入する計画の機械（トラクター＋作業機、コン

バイン）のみを 2 セットとし、その他の訓練強化用機材は除外する。 
 
（2）新規導入機械についての研修 
本 2KR 要請内容のソフトコンポーネントとして、次の内容で了解を得た。 
・時期：機械のミャンマーへの到着直後 
・場所：当研修センター 
・対象者：研修センターの指導員、配付計画先の 4 カ所の ATS のオペレーターとメカニック 
（維持管理修理）担当者 

・研修内容：導入機械（トラクターとコンバインを予定）の運転、維持管理、修理技術の研修 
・指導員：納入機械メーカーの技術者（JICA が派遣） 
・費用負担：対象者の出張滞在費用は、AMD が負担する。 
 
（3）訓練用機材の機械 

要請書 Appendix-B に記載の機械以外に、ミニトラクター（25hp）が、韓国製と AMD 製の 2
台がある。いづれも老朽化しており、民間種子生産会社（AEE）から、インド製マッセイファー

ガソン（75hp）と中国製の Tama（85hp）を借りて、運転訓練用に使用している。 
耕耘機は、Appendix-B にある 3 台は運転訓練に利用しているが、老朽化しており、ほかに 3

台あるが運転できず、主として修理研修用に利用している。 
そのほかに、小型の AMD 製のリーパーが 1 台ある。1990 年ごろ導入されたクボタの自脱型

コンバイン（50hp）があるが、使用できる状態ではない。また、韓国製 Kudji 田植機が 1 台ある

が、故障して運転できず展示のみ。 
 
（4）その他、5 月の「情報収集・確認調査」からの変更・追加情報 
・人員配置：資材部が 3 名減り、合計 85 名。 
・要請書の Appendix-A にあるとおり、農民向け研修は 2008/09 年度から開始されている。これ

は下ミャンマーのサイクロン・ナルギスの被災地へ、復興支援のために多くの農業機械が導入さ

れたため、急遽農民への教育訓練の必要が生じて始まったものである。その後、大臣からの強化

命令で、去年（2011 年）の実績が 4 コース、受講生 252 名であったのに、今年（2012 年）は既

に 5 コース、約 250 名の受講生を達成しており、最終的に年度内に 10 コースを計画しており、

約 500 名の受講が達成できる見込み。 
本研修コースの存在が認知されるにつれて、受講希望者は増加している。 
 
（5）付 記 
訓練に使用している機材は、老朽化し不足の状態にあるが、本キャンバスの整備は行き届いて

おり、一部の建物には、さまざまな機械の展示が整然と提示されるなど、博物館的景観もある。

当日も訓練コースの終了式が DG を前にして行われており、2 日後には大臣の来訪の予定で、準

備作業に追われていた。 
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（3）農業機械ディーラー 

 

（4）AMD#1 修理センター/倉庫 

 

 

面談相手先 Aung Yadanar Phyo Commercial Co., Ltd 
出席者 【面談者】U Khin Hla/Managing Director, U Aye Kyu/Import & Export Manager, Daw. 

Aye Sandar Khine 
【調査団】設楽/JICS 

日時 10 月 3 日（水） 9：40～11：00 
場所 Aung Yadanar Phyo Commercial Co., Ltd 
面談内容 
（1）業種：輸入、販売、卸し、修理 
（2）主な販売先：中～大規模農家、小売店、政府（MOAI：AMD, Water Resources Utilization Dept, 

Ministry of Industry： Marun Tractor Factory） 
（3）仕入れ先（輸入元）：中国、インド、チェコ（Zator の販売代理店） 
（補足）過去には、中古品で、クボタ・ヤンマー・三菱・スズキ・井関などを輸入販売していた

（現在は中古の取扱いなし） 
（4）主要品目：トラクターとスペアパーツ 
（5）販売実績：Zator 製トラクター：年間 100～200 台 
 その他：年間 8,000 台ほど輸入、6,000 台ほど販売 
（6）価格帯：Zator 製トラクター：50HP＠600 万 Kyat（＄6,900）、80HP＠800 万 Kyat（$9,300）
（中国製の場合）15HP＠500 万 Kyat、20HP＠500 万 Kyat、30HP＠600 万 Kyat、 

60HP＠650 万 Kyat 
（7）テクニシャン：20 名、MOI の MTF が行うトレーニングを受講 
（8）その他スタッフ：15 名 
（9）店舗には、Indofarm の 90HP・30HP トラクターが置いてあった。 
 
※ダイレクターからのコメント 
－マンダレーに中国が AMD の工場建設を支援した（ここ 10 年以内） 
－アセンブリー工場の建設に支援をしてほしい。 

面談相手先 AMD #1 修理センター・倉庫 
出席者 【面談者】U Kyaw Tun Aye/Factory Manager, U Aung Zaw/Depot Supritandant  

【調査団】設楽/JICS 
日時 10 月 3 日（水） 11：40～12：40 
場所 AMD #1 修理センター・倉庫 
面談内容 
（1）規模：スタッフ：メカニック 70 名、ほか 30 名 

倉庫：25 棟（調査時はその一部を視察）、敷地面積：不明 
（2）先日購入のトラクター在庫は約 60 台のみ、ほかにインド製のインプルあり。直接輸入で

はなく、国内販売店より購入 
（3）地方への配布：AMD 自前のトラック（4～5ｔ、8 台）で輸送、あるいは ATS が取りに来

る。 
（4）ヤンゴン港から約 15 マイルのところに位置し、約 1 時間～1 時間半で到着 
（5）道路の貨物輸送規制は 60ｔ以上禁止 （→口頭のみの情報のため、参考程度） 
（6）農機の登録制度：AMD 内で登録番号を付与し、配布する。国内法規はない。 
（7）営業：月～金、8 時～16 時まで。貨物受入時は、16 時以降も対応可。 
（8）所有する輸送機材：フォークリフト。クレーンは民間からレンタルする。 
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（5）JETRO 

 

  

面談相手先 JETRO ヤンゴン事務所 
出席者 【JETRO】水谷次長 

【JICA】熊代部長、鈴木（以上、農村部）、設楽（JICS、2KR 団員） 
日時 10 月 3 日（水） 16：45～18：00 
場所 JETRO ヤンゴン事務所 
面談内容 
冒頭、熊代部長より JICA の支援概要説明。引き続き、鈴木が 2KR 概要と訪問目的を説明。その

後、水谷次長より、JETRO の活動について以下のとおり説明あり。 
農業支援はあまりできておらず、できたのは食品加工、法整備支援。Myanmar 食品産業加工輸

出業界の自主基準づくりを支援。大使館の草の根無償で検査機関に機材を供与、JICA が専門家

を派遣する、という All Japan の協力で良い成果を出した。 
先日、MAFCCI 会長でもあるダゴングループの会長からも、農業の生産部分への支援が JETRO
に寄せられたところ。 
農業機械については、農機販売最大手の Good Brothers の社長が JETRO 招聘で、訪日する。同社

が扱う機会の多くは中国製、日系は Siam KUBOTA のみ。日本製は中古を入れるケースが多い。

同社は、設立 21 年目で KUBTA のディーラーとなって 7 年目。取扱い品目は、耕運機、ジェネ

レーター、船外機、精米機、田植機など。昔は中古品の輸入は難しかったが、今は改善されてい

る。関心のある機械は、乾燥機。乾燥不良による精米品質低下が問題となっている。 
 
その他聞き取った情報 
民間企業では、伊藤園が進出予定。ただ、栽培される茶の品質管理が課題。 
KUBOTA はミャンマー用にスペックを下げた農機を製作することを検討中。 
Kubota の現地日本人職員の松島氏は、昔ミャンマーにいたこともあり、AMD ともネットワーク

あり。KUBOTA はヤンゴン北西に技術提携をしていた工場をもっていた。（*戦後賠償の一環で

行った 4 事業のうちの 1 つで建設） 
輸入時は、関税と商業税が必要。ただ、関税と商業税は一緒になっていることも多く、両税の免

税手続きを政府ができるはず。（AMD 局長が農業機械は免税になったと聞いたと伝えたところ）

半年前くらいから、省庁がレコメンレターを出せば輸入免税可になったと新聞報道されていた記

憶がある。一般の輸入でも農機は非課税となった（商業省発表）。 
輸入ライセンスは、3 カ月間有効。昔は申請にあたりネピドに行く必要があったが、今はヤンゴ

ンの支局で申請可。取得に要する期間は、輸出ライセンスは 3 日、輸入ライセンスは 1 週間。た

だし、輸入ライセンスは品目により出ないこともある。 
（調査団質問）隣国からの輸入に際し、国境貿易はできないとの話もあるが、現在はどうか。 
（JETRO 回答）正式に開放されているはずである。国境貿易は中国国境のムセが流通量の半分

を占める。タイとの国境貿易は、ミャワディ－メーソートが正式にオープンして半年が経つ。バ

ンコクからヤンゴンまでは約 3 日～1 週間で到着する。 
貿易手続きに関する情報は、ヤンゴン日本人商工会議所と JETRO が共同で作成したガイドブ

ックに掲載されている。 
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（6）AMD 
面談相手先 農業潅漑省機械化局（AMD） 
出席者 【AMD】U Soe Hlain 局長、U Pale Maung 副局長、 U Mya Thwe 副局長（技術部

門）、U Win Myaing 副局長（計画部門）、U Myint Zaw 機器管理課長、U Win Myaing
副課長（本調査担当） 
【調査団】鈴木、設楽、森、U Myo Zaw Shein（通訳） 

日時 10 月 4 日（木）14：00～17：00 
場所 AMD 局長室、会議室 
1． 局長との協議（局長が大臣に急遽招聘されたため、出発前に短時間の協議をもった） 
（団長）局長に確認したい事項は①CPF（見返り資金）、②調達先国、③ソフコンの 3 点。 
①について、（調査団の試算結果を示しつつ）機械が期待どおり活用されれば、CPF は Hiring 
Service だけでも 3 年間で義務額まで到達可能。よって、Hiring Service のみでの回収をめざし、1・
2 年後の状況をみて不足する場合は国庫から補填する案はどうか？ 
②について、機材の調達先国について、要望では「タイ」のみだったが、調達の競争性を確保す

るためにも「タイ、日本」としたいがどうか？ 
③について、ソフコンを増やす機械に回る予算が減るため、できるだけ効率的に実施したい。メ

ーカーによる初期導入研修を Meiktila の中央研修センターで行い、そこに対象 4ATS のスタッフ

を集め研修する形としたいがどうか？またその場合、スタッフの移動費、日当・宿泊は AMD か

ら支出してもらいたいが可能か。 
（局長）①について、（数点計算方法を確認後）試算は妥当と考える。AMD としても、Hiring Service
で CPF を貯めることを望んでおり、まずは Hiring Service で貯めることをめざし、不足する場合

は国家から補填することで了解した。②について、「タイ、日本」とすることに問題ない。③に

ついても了解した。移動費、日当・宿泊の負担について問題ない。 
 
（団長）2KR 機材の Hiring Service にあたっては、より貧困農民に資するよう、分割払いや収穫

後払いを可能とするというコメントがあったが、そのような理解でよろしいか？ 
（局長）問題ない。 
 
2． AMD 副局長等との協議 
冒頭、団長より 2KR スキームについて、MD 案 Annex I を基に説明。その後、質疑応答を行った。

（AMD）維持管理費、特にスペアパーツ購入資金は提供されるのか？ 
（調査団）提供されない。ミャンマー政府により提供される必要がある。 
（AMD）CPF をスペアパーツ購入に使えないか？ 
（調査団）可能だが、原則義務額に到達したあとに申請可能である。 
（調査団）免税手続きは政府で実施可能か？→（AMD）可能。 
 
（調査団）ATS は Hiring Service Fee をどのように回収しているのか？ 
（AMD）現金で回収し、それを各タウンシップにある MEB（Myanmar Economic Bank）から AMD
が管理する口座へ送金している。CPF 積み立て口座も開設するなら MEB が適当だろう。 
（調査団）見返り資金専用口座を開設する場合、名義は誰となるのか？ 
（AMD）確認して、明日回答する。 
 
（調査団）外部監査の導入は問題ないか？民間会社の監査を入れることも可能か？→（AMD）

可能 
（調査団）無償資金協力の金額次第で要請数量が購入できない場合がある。その際、品目に優先

順位をつけ、順位の低いものを削減するのがよいか、全品目均等に削減するのがよいか？ 
（AMD）全品目均等に削除する方がよい。 
 
（調査団）見返り資金専用口座の名義の確認、及びその他質問事項があれば明日の打合せで伝え

てほしい。→（AMD）了解した。 
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（7）AMD 
面談相手先 農業潅漑省機械化局（AMD） 
出席者 【AMD】U Pale Maung 副局長、 U Mya Thwe 副局長（技術部門）、U Win 

Myaing 副局長（計画部門）、U Myint Zaw 機器管理課長、U Win Myaing
副課長（本調査担当） 
【調査団】鈴木、設楽、森、U Myo Zaw Shein（通訳） 

日時 10 月 5 日（金）14：00～17：00 
場所 AMD 会議室 
主な質疑 
（AMD）CPF 積み立て口座は AMD が開設することで問題ない。CPF が積み上がらない場合に

国庫補填をするという文言を入れる場合、AMD、MOAI だけでは判断できない。MOAI 大臣に

説明のうえ、大臣より他省庁の許可を得てもらう必要がある。仮に義務額まで積み上がらない場

合、機械を販売して義務額まで積み上げることは可能か？ 
（団長）機械の販売先が、貧困農民に裨益するように機械を使うことが担保できるなら、可能で

ある。そのような販売先を担保することは可能か？ 
（AMD）可能。既にそのような事例がある。政府と契約し、小農に Hiring Service を提供してい

る大農がいる。国庫補填する旨を記載することは調査団来緬中に確認するのは難しく、また可能

とならない可能性も高い。AMD としては、積み上がらない場合は販売で補填することとしたい。

（団長）（東京に確認のあと）了解した。 
 
（団長）使用者から機械の評価を受ける体制はあるか？ 
（AMD）販売した機械についてはアフターサービスを通じて受けているが、Hiring Service の場

合は特にない。2KR 機器を対象に評価体制を導入することも可能。Format など詳細をまた相談

させてもらいたい。 
 
（団長）機械が到着したときなど、メディア等に発信する機会を設けたいが可能か？ 
（AMD）可能。MOAI の機関紙など、メディアへの広報はこちらもしたいと考えている。 

 
1. 全体協議以外に設楽団員が AMD Win Myaing 氏に以下事項を確認。 
（1）銀行間取引の手数料について 
・振込み・引き出し時には銀行手数料はかからない。 
・送金時、銀行間の距離に応じて手数料がかかる（通常、金額の 0.1～0.001%くらい）。 
 
（2）CPF プロジェクトの策定～申請フロー（計画） 
以下のような策定フローを計画している。 
①各 ATS が管轄する Town Ship（3～4 カ所）から農家などから要望を聴取し、ベーシックプラン

を策定する 
②各 ATS が、ベーシックプランを AMD 本部に提出する 
③AMD 本部は提出されたプランを検討し、選択。最終的には Executive Committee（All DG, All Dy
DG）が決定する 
④AMD が JICA 事務所へ提出する一方、DAP へも報告する 
 
（3）外部監査について 
①民間監査会社による監査を導入することは可能か？ 
 → 可能である。 
②国による監査制度はどうなっているか？ 
 → 政府系独立機関の Auditor General of Audit Organization による監査が、全省庁に対し現在

のところ年 2 回実施されている。 
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（8）Advanced Agricultural Engineering Company 農場  
面談相手先 AAE（Advanced Agricultural Engineering company）種子生産農場 
出席者 （1） 先方側：U San Win （以前 MAS の種子生産部長であった） 

（2） JICA 側：JJICA（鈴木）、JICS（設楽） 
コンサルタント団員（森） 

日時 10 月 6 日（土）15：30～16：30 
場所 Yangon 郊外 Balar 地区 
面談内容 
・AAE は Yangon 地域では、4 カ所計 800 エーカーの圃場を持っている。すべての圃場で種子生

産をしているわけでなく、一部では一般販売米も生産している。また、トラクター、コンバイン

など農業機械を多数所有し、自身の圃場の耕作以外に、Hiring Service も行っている。農業機械

の多くは Maubi の拠点にある。 
・本拠点では 163 エーカーの圃場で種子を生産。単収 70～80 バスケット/エーカー。 
・潅漑地で年 2 作栽培しており、年間生産量は 480～550ｔとなる。仮に農家の播種量を 32kg/
エーカー（＝80kg/ha）とすれば、1 万 5,000～1 万 7,000 エーカー分の播種量となる。 
・HIV の品種 Yadana2 を生産。価格は 7,000 チャット/バスケットで、ネピドー、イラワジ、マグ

ェ、バゴーなどの地域から、農民が当地まで購入に来ており、生産地への販売網はない。 
・Register Seed を DOA より購入し、増殖後、Certified Seed として農民に直接販売している。 
・New Holland（75hp）2 台、クボタ（70hp）1 台あり、耕作に利用。NH が総合的に能力が高い

という。 
・ほかにクボタ 4 台、三菱 1 台の田植機があり、機械による田植えを開始している。 
・機械サービス料は耕起・代掻き作業とも、2 万 5,000 チャット/エーカーである。 
・乾燥機、種子選別機も所有。 
・AAE は、全国各地にこのような種子生産農場を持っており、Maubi には大量の農機が集積さ

れている。その中には、コンバイン（汎用型のタイ製 TSY、Thunderbird、Star Big や自脱型三菱

製）もある。コンバインの機械サービス料は、5 万チャット/エーカー 
＜「情報収集・確認調査報告書」巻頭写真の下段左の施設も AAE 所有である。＞ 

 

（9）Hinthada 

（4）その他の供与条件について 
現在、特にステークホルダーなどから意見を交換するような機会はない。そのため、今後 2KR
を実施するにあたっては、ステークホルダーとの意見交換の制度づくりに努めてほしい旨お願い

した。 
（5）過去の CPF 状況 
AMD からはデータを得ることはできなかった。 

面談相手先 AMD-Hintada ATS、AMD 中規模修理工場 
出席者 【AMD】ATS Station Manager 他 4 名、U Win Myaing 副課長（本調査担当） 

【調査団】鈴木、岡田（種子プロ専門家） 
日時 10 月 4 日（木）12：30～13：30 
場所 Hintada 
主な確認事項＠Hintada ATS 
・コンバインハーベスターによる Hiring Service はまだしていないが、収穫時期の労働力不足・

労賃高騰が顕著になっておりニーズは高い。 
・農機の Accessibility も悪くない。対象村には、75 エーカーの土地の均平化が終わった Semi-model 
Farm がある。また、ほかにも平坦な大きな農地があり、ほとんどの地域が Access 可能と考える。

導入にあたり、オペレーターへの研修が必要。 
・来年度予算で保管倉庫の増築を申請中で、保管場所も問題ないと考えている。 
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（10）Hinthada、2KR プロジェクト対象村 

 

（11）AMD トラクターステーションからトラクターの長期借り入れ農家  
面談相手先 トラクター借入農家（1） 
出席者 【面談者 U Hla Kyaing  

【調査団】森、U Myo Zaw Shein（通訳） 
日時 10 月 8 日（月）13：00～14：00 
場所 農家の自宅（Zwe Palaing 村、Kha Yang 町） 
面談内容 
・借入機械は、中国製 TN-80（80hp） 1 台。1 年間の借入で料金は、砕土基準料金@6,500ｘ400
エーカー分（雨期作用耕作：160 エーカー＋乾期作用：240 エーカー）260 万チャット。脱穀機 1

・対象村落は ATS から車で約 1 時間程度離れているが、特段の追加経費は不要（Harrowing 6,500
チャット/エーカー, Combine 3 万チャット/エーカーの賃料で対応可能）。なお、収穫期は対象村

落内で保管場所を探し、コンバインを現地に常駐させることを検討している。 
・スペアパーツについては、最近農機販売業者最大手の Good Brothers が Hintada に支店を開設

したこともあり、特別なパーツはそこで購入可能。また、AMD 修理工場でも汎用品からパーツ

を作成することも可能。 
・燃料の支給が遅れたことは過去特になかった。 
・回収した賃料は、タウンシップの MEB を通じ、AMD の口座に振り込まれる。 
・収穫後のもみ米の運搬については、小さなトラックを所有している農民がおり、そのトラック

を使って運搬可能と考えている。 
・2KR で購入する機械は原則対象村で使われるが、空いているときは他地域でも利用する。種

子プロジェクトの生産圃場、種子生産農家からも申請があれば利用状況をみて対応する。 
 
主な確認事項＠中型修理工場 
・AMD は 2 つの大型修理工場、8 つの中型修理工場を有し、ここは中型修理工場のうちの 1 つ。

ATS で対応できない修理をここで対応する。 
・パーツは AMD 本部を通じて、定期的に供給される。 

面談相手先 2KR プロジェクト対象村のリーダー 
出席者 【対象村】Village Leader 他 8 名 

【AMD】Hintada ATS Station Manager、U Win Myaing 副課長（本調査担当） 
【調査団】鈴木、岡田（種子プロ専門家） 

日時 10 月 4 日（木）16：30～17：30 
場所 Danbi Village, Hinthada Township 
主な確認事項 
・現状、Hiring Service は農民のニーズを満たしていない。 
・現状、収穫の Service はない。労働者の不足のため収穫期を逃してしまうこともあり、収穫の

Service のニーズは高い。また、脱穀作業も遅れることが多い。 
・現在、労働者は村落内外から集めている。彼らは約 30 日程度の農繁期の農作業以外は、精米、

道路建設、卸売り関係の仕事に従事している。仮に機械が導入され彼らの仕事がなくなっても、

他地域で労働者のニーズが充分あるため、失業の心配は少ないと考えている。 
・土地の均平化により、排水がよくなり、生育が一定になったと感じている。Land Consolidation
のことはまだ聞いていない（AMD 担当者より、近々説明される予定と補足あり） 
・農機がアクセス可能な土地は、推定で 90%。 
 
その後、近傍を視察。同村内に輪中提があり、堤防より川寄りの地域は今年洪水の影響を受けた

とのこと。 
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台を所有し、ほかに農業機械はない。 
・本人の圃場での利用 
圃場面積：45 エーカー。 
雨期作：稲、5 月中旬～6 月下旬にかけて、圃場準備作業。1 回の砕土作業にトラクターを利用

（理想的には 2 回）。その後、ウシを使って代掻きをして、播種（直播）する。 
乾期作：リョクトウ、収穫後、10 月後半から、動力草刈り機で圃場に残った稲株を刈り取り（人

力による収穫作業では、高刈りとなり、残った株を刈り取る）、5～6 回の砕土を行う。土を細砕

するほど収量が良い。他の農家は、一般的に 3 回位砕土している。 
・周りの農家への機械サービスの提供 
雨期作：この地域は耕耘機の所有者は少なく、雨期作には牛耕が中心。コメは販売価格が低く、

費用をかけるモチベーションが低く、機械化ニーズも低い。 
本人は、サービス料が 7,000 チャット/エーカーでないとやらないので、この時期のサービスは

ほとんどしていない。ほかの農家では、5,000～6,000 チャットで請け負っている農家もいる。 
（その後、近隣農家と話した折に、結構雨期作でもあちこち飛び回って、サービスをしていると

の話があった。ATS の職員と同行したので、レンタル料に対して、あまり多いサービス料を知

られたくなかったのかも分からない） 
乾期作：雨期作の収穫後 15～20 日程度の短期間に耕作する。そのため、この時期には、オペレ

ーターを 3 交代で 24 時間のサービスを提供する。24 時間（1 日）50 エーカー砕土する。11 月 1
～20 日まで、休日なしで延べ 1,000 エーカー。故障があったりして、中断しても最低 800 エーカ

ーをカバー。この地域の農家の平均圃場面積は 15 エーカー。それぞれの農家のタイミングがあ

るので、何回かの砕土作業を必ずしもすべてするわけではなく、ほかのサービス農家と分担する

こともある。 
・サービス料金など 
8,000 チャット/エーカー。農家によって、サービス時払いや、収穫後払い（3 月までのローン）、

場合によっては半分ずつの分割などをしている。大まかに、直払いと収穫後払いが 1/2 ずつ。後

払いは 1 万チャット/エーカー。 
今年（2012 年）は、米価もリョクトウの価格も安くなったので、収穫後の支払い予定者の 20％
ぐらいが、まだ回収できていない。 
・その他 
稲の単収：50～60 バスケット/エーカー 
リョクトウの単収：12～15 バスケット/エーカー 
土壌のタイプで収量が違う。虫害が発生するので、いつも気にしていないといけない。 
深耕は不要で、表土をできるだけ細かく砕くと収量が伸びる。 
トラクターも油圧システムを使う必要はない、ディスクハローを自重で引く程度でよい。 
コンバインは、この地域には導入されていない。 
エーカー当たりの人件費は、収穫：1 万 2,000 チャット、運搬等：8,000 チャット、脱穀：1 万チ

ャットの計 3 万チャットくらいかかるので、それ以下の料金なら、利用ニーズは多いだろう。 
稲の直播量：2 バスケット/エーカー 
面談相手先 トラクター借入農家（2） 
出席者 （1） 先方側：U Myint Aung  

（2） JICA 側： 
コンサルタント団員（森）、通訳（U Myo Zaw Shein） 

日時 10 月 8 日（月）14：30～15：30 
場所 村への入口のバス停〔Ka Mat（Upper）村、Kha Yang 町） 
面談内容 
・借入機械は、中国製 TN-80（80hp） 1 台。10 月後半～1 月までの約 3 カ月のリース契約。リ

ース料は、砕土基準料金ｘ250 エーカー分、162 万 5,000 チャット。耕耘機（16hp）と一輪耕耘

機（6～8hp）各 1 台所有。 
・本人の圃場での利用 
圃場面積：兄弟で 100 エーカー以上所有。うち、20 エーカー以上 
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雨期作：稲、5 月中旬～6 月下旬にかけて、圃場準備作業。耕耘機とウシ 4 頭で耕作。 
圃場が標高の高い所にあるため湛水時期が遅くなり、周りより田植えも遅くなり早生品種を栽

培。周りが湛水してからの作業となるため、農道も泥濘、トラクターでのアクセスができない。

移植に要する人件費は、エーカー当たり 10 人、1 万 1,000 チャットほどかかる。 
乾期作：リョクトウ 
土壌水分が多いうちに耕耘し、土壌が乾いてからトラクターで 3 回砕土する。 
深耕はしない。 
10～20 バスケット/エーカーの単収。 
・機械サービスの提供 
昨年実績で、700 エーカー実施した。40 戸くらい。3～5 回の砕土サービス。 
料金は、直払いが 8,000 チャット、収穫後払いが、1 万チャット。 
当地では、平均所有面積は 8.6 エーカー。サービスの相手は、5～20 エーカーの農家。 
収穫関連人件費は、収穫：1 万 2,000 チャット、運搬など：1 万チャット、脱穀：1 万チャットで、

合計 3 万 2,000 チャット。 
 

（12）ミャンマー精米業者協会（RMA）  
面談相手先 RMA 
出席者 【面談者】U Win Aye Pe, U Khin Shwe, U Thaung Win 他 

【調査団】森、U Myo Zaw Shein（通訳） 
日時 10 月 9 日（月）11：00～12：00 
場所 RMA 会議室 
面談内容 
・精米業を中心とする P/H の現状 
輸出について、質の良いコメの生産ができない。 
質の悪いコメの販売では、インド米と競合できない。 
汎用米は、昨年から輸出が 25%程度落ち込んでおり、国内米価も下落しているが、買付価格が

輸出価格より高く、商売にならない。 
ｔ当たり、タイ米に比べて 100 ドル、ベトナム米に比べて 25～50 ドル安くしか販売できない。

国境からの中国への輸出が高い価格で売れるので、これから力を入れようとしている。 
昨年来、ロシア向け新規マーケットを開拓したパーボイル（PB）米が、収益が見込めるため、

70ｔ/日の生産プラント（浸漬・蒸煮）をインドから輸入（乾燥・色彩選別機は中国製とサタケ

製）、既に 3 セット建設、これからも 7～8 セット建設が計画されている。現在 1,000ｔ/月生産し

ているが、増産の予定。 
具体的には、パキスタン等の生産国の PB 米が、ｔ当たり 430 ドルであるのに、ロシアはミャン

マーの 5%物を 520 ドルで買い付けてくれており、タイの PB 米の 580 ドルに比べても、それほ

ど安くない。 
・コメ生産の問題 
品種が多すぎて均質性を欠く。 
乾燥場所が限られていたり、乾燥機が普及していないため、生産地での乾燥が不完全である。 
かつて MAPT が一元的に流通を管理していたころには、全国各地に倉庫を所有してこれを行っ

ていた。民営化後は精米業者や流通業者の所有する倉庫が足りず、流通バッファーが不足してい

る。 
また、民間がバッファーストックを増やすとしても、保管費用負担をどうするのか。低金利のク

レディットがない。→政府と交渉中。 
・Rice Specialized Company（RSC）のこと 
民間企業や精米業者が糾合して各地に発生した RSP（下ミャンマーで 40 企業以上）は、地域の

生産者との契約で、種子の供給から肥料や機械化サービスの提供、生産物の購入まで一貫したサ

ービスを提供する活動で、輸出米生産振興という点で期待されていたが、生産者からの提供した

インプットへのローン回収が焦げ付き、ここ数箇月の間にほとんどが破綻した。実際に活動して
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いたのは、4～5 社に過ぎなかったともいわれる。 
政府による、輸出ライセンスの割り当てや肥料など投入資材の安価販売という、目先の利益に飛

びついたものの、生産者を巻き込むビジネスモデルとして破綻したといえる。 
現在、これに代わる企業連合の母体として、Myanmar Agricultural Public Business Cooperation 
（NAPCO）の新設が計画されており、ここ数日で発足の予定である。 
RSC の経験を踏まえて、どのような新たなビジネスモデルで、取り組む改革であるのか、RMA
は参加していないとのことで、詳細は不明である。 

 

（13）AMD 農業機械化研修センター （Meikthila）  
面談相手先 AMD 農業機械化研修センター 
出席者 【面談者】U Aye Ko （所長）、U Htun Htein Lin（副所長）、Daw Myo Thida San

（訓練部部長）、U Aung Mying Swe（部長）、U Kyaw Kyaw Yhin （部長） 
【調査団】鈴木/JICA、設楽/JICS、U Myo Zaw Shein/通訳 

日時 10 月 11 日（水） 10：10～12：20 
場所 研修センター会議室 
面談内容 
（1）ビデオによるセンター紹介 
（2）現在、農家対象に 3 カ月の研修を実施中（3 カ月、200 名）。 
目的：インド援助で納入された農機のオペレーターの育成（これらオペレーターが二次研修を行

っていくこともあり得るとのこと） 
研修生の選定：Village Tract → Division → State（AMD ルートではなく、各自治体が実施）

（3）2KR のスポットの研修について 
スポットの研修受入は行ったことなし 
定期研修期間中でも、スポットの研修受入可。2～3 カ月前に通知が必要とのこと。 
教室数、宿泊施設数は余裕あり（50 名/教室、100 名/宿泊） 
通常、4 月の予算年度開始直後が空いている 
（4）当研修センターで行っている研修体制： 
実地研修・・・10 名/台/講師 1 名 
座学・・・50 名/クラス 
講師・・・ビルマ語、英語⇔ビルマ語の講師の常駐なし。中央から派遣されることになる

だろう。 
研修生実績は 150 名。終了後、研修終了書（Certificate）を発行している 
（5）耕起・砕土用の圃場あり。刈取り時の訓練が必要な場合は、実際の圃場に出向き実施

する必要がある。センターからは、コンバインの実地訓練は、モデル農場があることから

ネピドで行う方がよい、とのアドバイスあり。 
（6）韓国製コンバイン（TYM）が 1 台配置され、韓国で 2 名の講師が研修を受けた。 
（7）当センターの講師 計 40 名（Lecture, Mechanic, Operator） 
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対象地域調査結果 

A. Naypyitaw 

AMD トラクターステーション：#47 調査日：10 月 2 日、6 日 

Naypyitaw、Lewei 町 対象地：Dat-khina-thiri 町（5 村落の潅漑地） 

 

＜トラクターステーション ATS＞ 

1．人員配置 
分野 人数 

技術職 70 

エンジニア（管理職）  

事務職  

合計 70 

上記の内、機械サービス事業関係者. 

役割 人数 

管理部門 20 

機械維持管理 8 

オペレーター 42 

Total 70 

 

2. 所有機械の現況 

（1） 所有機械 

導入年 機械名 台数 内 容 
1995/6～ 

2011  SH-645 
中国・上海 18 Hp65 昨年（2011 年）9 月～今年（2012 年）の 3 月に他の ATS

に移管 

1995/6 1 SH-654 5 Hp 65  

2011 
乾期作前 2 Sonalika 15 

Hp90 
現在 AMD が調達した 131 台のトラクターのうち、Naypyitaw 地

区のモデル農場での利用に向けて、国庫で調達される 21 台は、

このステーションに配置される。 

2011 
2012 3 TSY 

タイ製 2 

Hp215 
AMD 予算で購入。#1 中級修理センターに所属、このステーシ

ョンに置いている。試験的に使用開始。汎用型のもみ貯留タン

ク（もみ 600kg）付き。使用結果:クローラー型で、軟土壌や湛

水状況でも使用可能。自脱型（韓国製・旧クボタ製）に比べて、

ロスが多い。 
また、もみの回収はその都度畦や農道まで行って、タンクを開

放しており、機械上で袋詰めができるタイプが好ましい。 

近く、Sonalica が 21 台導入されるほか、本 2KR で更に増強が計画されているのに対し、オペレーターや維

持管理要因の増強は、①全国 99 カ所の ATS の中には、機材の老朽化による減数で、余剰の人員が発生し
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てきており、今年（2012）10 月までに既に 12 名が本 ATS へ転属されており、今後も増える見込みである、

また②当管轄内で、Meiktila の研修センターで運転維持管理技術の研修を受けた農民が、今年 3 月までに既

に 133 名に上っており、彼らの中からの新規雇用も検討している。 

 

（2） 機械サービス状況 

Sonalika は新車で 90hp であるため、AMD 標準価格に対して高い、耕起作業：1 万 8,000 チャット、砕土作

業：9,000 チャット、代掻き作業：2 万 2,500 チャットでサービスをしている。 

本 ATS は①Lewei と②Dt-khina-thiri の 2 つの町をカバーしており、栽培面積は、①が 6 万 1,000 エーカー、

②が 7,337 エーカーである。上記 SH-645（上海）5 台のうち 2 台を年間契約で、大農に貸与しているほか、

機械化サービスを提供している。昨年導入した Sonalika の乾期作耕作延べ面積は、約 2,000 エーカーであ

る。 

このトラクターステーション（ATS）では、場所柄農業大臣の指示によるデモンストレーション（無償）

活動もあり、その記録は取られていない。 

SH-634（中国製）は、仕様どおりの能力が出ないうえ、代掻き作業機を牽引する能力が低く、代掻き作業

ができない。 

民間の所有する農業機械は、 

① トラクター：79 台、耕耘機：1,087 台 

② トラクター：2 台、耕耘機：324 台である。 

（120 エーカーを所有する民間の種子生産農場があり、ニューホランドのトラクター5 台を所有してい

る） 

 

3．財務状況（昨年実績） 

収入：  

費 目 実 績 

（百万チャット） 

備 考 

予算配付 65.53  

機械化サービス収入 43.34 国庫へ振り込む 

機械販売収入 99.99 国庫へ振り込む 

その他収入   

経費： 

費 目 実 績 費目 

人件費 65.53  

管理費 上記に含む  

合 計 65.53 予算と同額 
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上記のうち、機械サービス事業関連費用 

費 目 実 績 費目 
人件費（管理部門） 28.21  

人件費（維持管理部門） 0.32  

人件費（オペレーター） 6.48  

その他人件費   

管理事務経費（水道光熱費、通信費など） 3.20  

機械の減価償却費   

維持管理費（消耗品、部品、修理費など） 14.97  

燃料費  本部から 2.5 ガロン/エーカーで現物

支給 

その他経費 12.55  

Total 65.73  

予算の配付状況など経理関連 

・予算は 4 月ごろに決定され、人件費は 3 カ月ごとに支給される。維持管理/修理費等の経費は、必要な都

度申請して配付を受ける。機械サービスの燃料も、毎月の計画申請に基づき支給される。 

・ローカル政府によるデモ・サービスなどは、①サービス料を取る場合と②大臣の指示などで、燃料費だ

け取る、あるいは無償で行う場合がある。 

機械サービス料の支払いは、AMD の ATS へ農民が申請に来た際に払うか、サービス提供時に現場で払う。 

・サービス料は Myanmar Economic Bank の AMD 口座に定期的に振り込む。 

・経費や収入に関する書類は、地方から中央 AMD 事務所に至る各段階で、チェックを受ける。会計省の

監査チームが 6 カ月に一度監査する。また、サービス実績は月報として報告する。 

 

4. 対象地域の概況（農民からの聴取内容） 

所在地 対象地 
（エーカー） 土地所有農家 裨益対象など 

Dat-khina-thiri 町 
2,797 エーカー 

潅漑地域 
 

1,101 人 
人口 4,580 人、1,085 戸 
5 村落から成る。 
そのうちの潅漑地域。 

この対象潅漑地域には、今年度中（来年 3 月まで）に圃場整備事業（モデル機械化農場）計画があり、資

金源は未定であり、中国借款（9MUS$）の利用や大臣命による、機械燃料費のみの国家予算での実施など

方法が検討されている。 

この地域では稲の雨期作とケツルアズキ：マッペが主要作物である。 

耕作方法は、雨期作の場合、 

 （耕耘機なし）2 回の耕耘を行ったあと、ウシでの代掻きを行う。 

 （耕耘機所有）3 回の耕耘と代掻きを行ったあと、ウシで均平作業を行う。 

 耕耘作業（2 回）料金：2 万 5,000 チャット/エーカー 

乾期作の場合、 

 （耕耘機利用）3 回の耕耘 
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 （トラクター利用）1 回耕作後播種し、もう一度耕作（反転） 

 耕耘機（1 回）料金：1 万 2,500 チャット 

 トラクター（1 回）料金：2 万エーカー 

 上記の耕耘機による作業とトラクターによる収量差は特にないという。 

耕耘機によるサービスは、この村落内の 324 台では足らず、近隣他地域からも入ってきている。 

そのほか、AMD トラクターが 2～3 台、民間種子会社が近隣の農家へサービスをしている。 

また、乾期作の耕作は期間が限られるために、トラクターサービスがあれば、耕耘機よりも利用したい。 

人手不足と傭人費の高騰傾向にあり、現在の収穫後の費用は、 

 収穫作業：3 万チャット/エーカー 

 運搬作業：1 万 5,000 チャット/エーカー 

 脱穀作業：2 万チャット/エーカー（100 バスケット）   合計 6 万 5,000 チャット 

これに対して、民間のコンバインサービスは、4～5 万チャット/エーカー 

この価格に見合うコンバインサービスを AMD が提供すれば、利用する。 

稲作は、移植がほぼ 100％である。 

＜機械サービス利用のメリット＞ 

現 状  2KR 機械サービス提供後のメリット 

雨期後の耕作には、機械サービスが不足し

ている。 

 

人手不足は起っており、人件費は高騰して

いる。収穫機のニーズは高い。 

 トラクターによる適期栽培が可能 

 

コンバインの導入による、適期収穫が短時間で可能とな

り、質/量のロスが低減する。 

収穫・運搬・脱穀等人手による作業費は、現在 6 万 5,000

チャット/エーカー。 

 

B. Henthada 

AMD トラクターステーション：#15 調査日：9 月 26 日 

Ayeyarwady 地域、Hinthada 町 対象地：Danbi 村落 

 

＜トラクターステーション＞ 

1．人員配置 
分 野 人 数 
技術職 28 

エンジニア（管理職） 3 

事務職 5 

合 計 36 

上記のうち、機械サービス事業関係者. 

役 割 人 数 

管理部門 3 

機械維持管理 5 
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オペレーター 21 

合 計 26 

 

2. 所有機械の現況 

（1） 所有機械 

導入年 機械名 台数 内 容 

1981 1 Zator 6771 
（‘76 製中古） 13 Hp 65（5911 の GB の改良機） 

2011 2 Zator 5911 
（中古） 4 Hp 65 

2012 3 Zator 5911 
（中古） 2 Hp 65 

着荷したところ。 

1962～ 
1993  Zator 6771 100 プロジェクトに対応して配置されていたが、87 台が売却やほか

に移管された。 

 

（2） 機械サービス状況 

Hinthada 町（Township）では全農地が 12 万 9,073 エーカーあるなかで、AMD 以外に、トラクター99 台、

耕耘機が 3,458 台使われている。民間のサービス業者はいない。民間で延べ 9 万 1,493 エーカー、AMD で

延べ 2,802 エーカー耕作しており、機械化率は推計約 60%である。当地では裏作にケツルアズキ Mungbean

を栽培しており、裏作率は 70～80%ぐらいである。 

昨年は 17 台のトラクターのうち 8 台のトラクターを大農に貸与して（シーズン当たり、200 エーカーの耕

作料 260 万チャット）おり、彼らが延べ払いで、近隣の小農へのサービスも行っている。このため彼らの

手数料を含めて、サービス料が割高になっているのが問題である。 

 

3．財務状況（昨年実績） 

収入：  

費 目 実 績 

（百万チャット） 

備 考 

予算配付 29.68  

機械化サービス収入 18.21 国庫へ振り込む 

機械販売収入 69.32 国庫へ振り込む 

その他収入 0.75  

経費： 

費 目 実 績 費 目 

人件費 29.68  

管理費 上記に含む  

合 計 29.68 予算と同額 
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上記のうち、機械サービス事業関連費用 

費 目 実 績 費 目 
人件費（管理部門） 24.87  

人件費（維持管理部門） 0.30  

人件費（オペレーター）   

その他人件費   

管理事務経費（水道光熱費、通信費など）   

機械の減価償却費 0.80  

維持管理費（消耗品、部品、修理費など） 1.50  

燃料費  本部から 2.5 ガロン/エーカーで現物

支給 

その他経費 2.71  

Total 30.11  

 

4. 対象地域の概況（農民からの聴取内容） 

所在地 対象地 
（エーカー） 土地所有農家 裨益対象など 

Danbi 村落 1,518 エーカー 172 人 
平均 8.8 エーカー、2～25 エーカー 
人口 3,212 人、706 戸 
11 村から成る 

この村落内で耕耘機の所有者が 17 名おり、地方政府が農民に貸与する 1 台の合計 18 台ある。トラクター

はない。 

機械化率は、雨期作（雨期前）で 60%、乾期作（雨期後）の作付けは 90%（残りは低地）で、機械化率は

40%ぐらいである。乾期作では、地元の 18 台のほか AMD のトラクターが 1～2 台、他地域の機械所有農民

のサービスが 5～6 台あり、機械サービスを行う民間会社はない。 

これらのサービス料は、砕土料がエーカー当たり 1 万チャットで、サービス時払い 1/2、収穫後払い 1/2 の

場合、1 万 5,000 チャットとなる。 

稲作は、移植が 85%で残りが直播であり、直播地域は低地である。 

乾期作の中心はケツルアズキが 75%ぐらいで、残りでリョクトウやトウモロコシ、キャッサバなどを栽培

している。 

平均単収（エーカー当たり）は、稲 55 バスケット（直播）、80～90 バスケット（移植）である。 

ケツルアズキは 12 バスケットである。乾期作で機械利用しない（耕起しない）と、8 バスケットしか採れ

ない。機械で十分耕起すれば 18 バスケットくらい採れる。 

＜機械サービス利用のメリット＞ 

現 状  2KR 機械サービス提供後のメリット 

乾期作用耕作は短期（15 日くらい）で、ま

だ機械が足りない。 

耕起不十分。 

雨期作（稲）は現在 1/2 ほどの機械化。 

  

収量の増加 

 

代掻きも含めてコストに見合うサービスできるなら、全員
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時間があるので牛耕している。 

10 エーカーの圃場を持つ農家の牛耕の総費

用は、30 万チャットという実例がある。 

3 万チャット/エーカー 

 

気象異常で、耕起不完全のまま栽培する場

合がある。 

コンバインは利用されていない。 

人手不足の傾向ある。 

（実体としては 90％）が利用する。 

収量の増加 

コスト減 

（10 エーカー所有農家の実例：牛耕の総費用は 3 万チャ

ット/エーカー） 

気象異常で、雨期が早い場合への対応が可能。 

 

コンバインでの適期収穫により、ロス低減、質の向上、人

件費より安い（5,000 チャット/エーカー） 

 

C. Pyay 

AMD トラクターステーション：#30 調査日：9 月 27 日、28 日 

Bago （West）地域、Pyay 町 対象地：Lat kote pin （East）町 

 

1．人員配置 
分 野 人 数 

技術職 37 

エンジニア（管理職） 3 

事務職 9 

合 計 49 

上記のうち、機械サービス事業関係者. 

役 割 人 数 

管理部門 3 

機械維持管理 6 

オペレーター 31 

合 計 37 

 

2. 所有機械の現況 

（1） 所有機械の状況 
導入年 機械名 台数 内 容 

1985 1 Zetor 7011 18 Hp 70 
3 台故障中。部品を購入する予算の配付待ち。 

1996 2 上海 654 5 Hp 65 
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（2） 機械サービス状況 

Pyay 町（Township）では耕作面積が 8 万 7,000 エーカーあるなかで、AMD 以外に、トラクター65 台、耕

耘機が 1,530 台、脱穀機 476 台、コンバイン 3 台〔うち Daedon1 台、インド支援機 1 台が地方政府の管轄

下で（試験利用中）〕使われている。民間のサービス業者はいない。 

昨年度、民間ではトラクターによる耕作が延べ 4 万 5,600 エーカー、耕耘機が延べ 11 万 3,290 エーカー。

AMD の昨年稼働の 19 台で延べ 5,820 エーカーを耕作しており、機械化率は推計約 55%である。当地では

裏作にケツルアズキを中心に他のマメ類などを栽培している。 

雨期作の機械化ニーズは少なく、耕耘機では湛水前に 2 回の耕作と、湛水後 1 回の代掻きを自らの圃場で

行っている。ほかは、牛耕が主体である。他方、乾期作の耕作（雨期後）は、期間が限られており（15 日

間くらい）耕耘機では間に合わず、トラクターによるサービスニーズが高い。2 回の耕作後播種し、その

後もう一度耕作する。 

昨年は 19 台のトラクターのうち 10 台のトラクターを大農に初回 40%＋6 カ月後 60%の分割払いで貸与し

て（シーズン当たり、300 エーカーの耕作料 195 万チャット）おり、彼らが延べ払いで、近隣の小農への

サービスも行っている。このため彼らの手数料を含めて、サービス料が割高になっているのが問題である。 

 

3．財務状況（昨年実績） 

収入：  

費 目 
実 績 

（百万チャット） 
備 考 

予算配付 36.96  

機械化サービス収入 38.35 国庫へ振り込む 

機械販売収入 59.32 国庫へ振り込む 

その他収入   

経費： 

費 目 実 績 費 目 

人件費 39.96  

管理費 上記に含む  

合 計 39.96 予算と同額 

 
上記のうち、機械サービス事業関連費用 

費 目 実 績 費 目 
人件費（管理部門） 30.13  

人件費（維持管理部門） 1.70  

人件費（オペレーター）   

その他人件費   

管理事務経費（水道光熱費、通信費など） 1.17  

機械の減価償却費   
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維持管理費（消耗品、部品、修理費など） 2.33  

燃料費  本部から 2.5 ガロン/エーカーで現物

支給 

その他経費 1.63  

合 計 36.96  

 

4. 対象地域の概況（農民からの聴取内容） 

所在地 対象地 
（エーカー） 土地所有農家 裨益対象など 

Lat Kote Pin（East）
村落 1,850 260 

平均 7.1 エーカー、2～20 エーカー 
人口 1,340 人、353 戸 
5 村から成る 

 

この村落内でトラクターの所有者が 1 名、耕耘機が 46 台あり、脱穀機が 14 台ある。 

雨期作は、稲 1,783 エーカー（96%）でその他リョクトウ、ゴマ、トウモロコシなどが一部で作付けされて

いる。裏作はケツルアズキが 997 エーカー（53.9%）のほかニンニクタマネギなどが 182 エーカーで作付け

されており、総作付面積は 1,179 エーカー（63.7%）である。 

雨期後の耕作はトラクターで行っているが、997 エーカーのうち 927 エーカー（93%）は、①2 回の耕起後

播種し、その後もう一度播種をしているが、残りでは、機械が間に合わなかったり、サービスを借りるお

金がなかったりして、②播種後 2～3 回耕起している。前者では 12～20 バスケット/エーカーの収量がある

のに対して、後者では 8～10 バスケットの収量しかない。 

この雨期後の耕作には、村落内の 1 台以外、外部から 17 台のトラクターが来てサービスを提供している。

うち、2 台が AMD の ATS からである。サービス料は 8,000 チャット/エーカーで、サービス時 2/3、収穫後

1/3 の支払いである。機械サービスが増えれば、すべてが①の方法を採れるし、低地の 600 エーカーについ

ても栽培拡大が可能で、1,500 エーカーぐらいまでは機械化可能であろう。 

これに反して、雨期作の機械化率は 1/3 が機械化しており、2/3 が牛耕である。 

機械化の中心は耕耘機による自己圃場の耕作で、トラクターも含めて、機械化サービスはほとんど利用さ

れていない。 

また、雨期作の耕作は、雑草の生育を防ぐために、圃場が湛水してから（水位：6 インチくらい）行って

おり、現在の Zetor など旧式のトラクターでは使用できない。新型機材に期待するところ。 

また、約 600 エーカーの低地の圃場へはアクセスができない。 

稲作は、移植がほぼ 10％であり、60～80 バスケット/エーカーの収量である。 

＜機械サービス利用のメリット＞ 

現 状  2KR 機械サービス提供後のメリット 

牛耕は機械工作に比べて、収量が低い。 

 

雨期後の耕作には、機械サービスが不足し

ている。 

人手不足は起っており、タイミングが遅れ

たり、それを避けようとすると価格が高く

 20 バスケット/エーカー増収。 

ただし、湛水田での作業が可能なこと。 

① の耕作方法による収量の増加 

1,500 エーカーまでの作付けの拡大。 

コンバインの導入による、適期収穫が短時間で可能とな

り、質/量のロスが低減する。 
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なったりしている。 

 

 

ただし、人手による作業費以下の価格であること。 

収穫・運搬・脱穀等人手による作業費は、現在 2 万 2,000

～3 万 2,000 チャット/エーカー。 

 

D. Thanlyin 

AMD トラクターステーション：#18 調査日：9 月 25 日 

Yangon 地域、Thanlyin 町 対象地：Sit Pin Kwin 町 

 

1．人員配置 
分 野 人 数 

技術職 37 

エンジニア（管理職） 3 

事務職  

合 計 42 

上記の内、機械サービス事業関係者. 

役 割 人 数 

管理部門 8 

機械維持管理 6 

オペレーター 46 

合 計 60 

 

2. 所有機械の現況 

（1） 所有機械の状況 
導入年 機械名 台数 内 容 

1997 1 TN800 
（中国天津） 32 

Hp 80 
22 台稼働（10 台故障） 
5 年ほど前に生産中止となり、修理用部品の入手が困難になり

困っている。 

＜以下、移

動 ATS＞ 
   同じ場所に拠点を持つ 

プロジェクトへの対応など、緊急応援部隊である。全国唯一。

1997 2 TN800 50 Hp 80 
17 台が故障。同上の問題 

1997 3 Fiat 37  

中国製は故障が多く、稼働中に故障が起きるのが一番困る。 

毎年、オーバーホールをしているが、Fiat が数年故障しないのに対して、中国製の修理は難しくないが頻

繁に故障している。Fiat に比べてスペアパーツの品質が劣る。 

耕耘機も含めて、中国製は品質が悪く故障が多いことは農民も知っており、日本の援助で中国製が入った

となると日本の信用が落ちるのではないか。 

－ 107－



インドの援助によるトラクターとコンバインが、この地域にも配付されているが、地方政府の所有で、農

民に貸与利用させている。AMD はかかわっていない。 

 

（2） 機械サービス状況 

Thanlyin 町（Township）では、AMD 所有のトラクターを除き、農家が耕耘機 570 台とトラクター101 台を

所有している。 

全農地が 5 万 7,000 エーカーあるなかで、民間で延べ約 3 万 9,000 エーカー、AMD で延べ 8,000 エーカー

耕作しており、機械化率は 82%である。 

耕耘機のアクセスはほとんどが可能であるが、トラクターで約 30%、コンバインになると 50％近くはアク

セスが難しいのではないか。 

小農を中心に機械サービス料の支払いは、収穫後の希望が多い。AMD でも’95 までは延べ払いを行ってい

たが、回収の焦げ付きが多く発生したため、現在サービス提供時の現金支払いなっている。このため、22

台のトラクターのうち 15 台のトラクターを大農に貸与して（シーズン当たり賃貸料として、200 エーカー

の耕作料 260 万チャット）おり、彼らが上記延べ払いで、近隣の小農へのサービスも行っている。このた

め彼らの手数料を含めて、サービス料が割高になっているのが問題である。 

米価がこのところ下落して、雨期作の機械化サービスの需要が減っている。機械化の推進にとって、イン

フラの未整備と農民にお金がないことが問題である。 

隣のチャウタン町で、クボタのコンバインを 7 台所有してサービスを始めている。料金は 3 万 5,000 チャ

ット/エーカー。人を傭うとエーカー当たり刈り取りに 2 万チャット（10 名）その後の運搬や脱穀で 2 万チ

ャットの計 4 万チャットかかるので、需要はある。 

 

3．財務状況（昨年実績） 

収入：  

費 目 
実 績 

（百万チャット） 
備 考 

予算配付 34.048  

機械化サービス収入 55.705 国庫へ振り込む 

機械販売収入 125.544 国庫へ振り込む 

その他収入   

経費： 

費 目 実 績 費 目 

人件費 34.048  

管理費 上記に含む  

合 計 34.048 予算と同額 
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上記の内、機械サービス事業関連費用 

費 目 実 績 費 目 
人件費（管理部門） 25.986  

人件費（維持管理部門） 0.400  

人件費（オペレーター）   

その他人件費   

管理事務経費（水道光熱費、通信費など） 1.405  

機械の減価償却費   

維持管理費（消耗品、部品、修理費など） 1.950  

燃料費  本部から 2.5 ガロン/エーカーで現物

支給 

その他経費 4.507  

Total 34.248  

 

4. 対象地域の概況（農民からの聴取内容） 

所在地 対象地 
（エーカー） 土地所有農家 裨益対象など 

Sit Pin Kwin 村落 3,664 335 人 平均 10 エーカー、3～30 エーカー 
人口 2,367 人、541 戸 

機械化率が低い理由：機械購入のお金がない 

機械導入が低いので、土地利用が十分にできていない。 

圃場への機械のアクセスは、雨期を除けば可能である。（雨期作＜稲＞の耕作、乾期作＜リョクトウ＞の耕

作は雨期前後の作業であり可能） 

人手不足は進んでおり、口入れ屋を通じて、中央乾燥地からも人を送り込んでもらっている。 

ただ、田植えは約 1/4 に減り、直播きが普及してきている。単収は移植が 70 バスケット/エーカーに対して、

直播きは 50 バスケット程度である。何戸かの農家で耕耘機を使っているほか、リーパーを使っている農家

は 2 軒ある。 

トラクターもコンバインも、AMD の価格でサービス提供されれば、利用するという。 

＜機械サービス利用のメリット＞ 

現 状  2KR 機械サービス提供後のメリット 

機械導入されず、裏作できない土地がある。

ウシで十分な耕作できず。天候不順で作業

を割愛したりする。 

 

 

 1,263 エーカーで裏作可能 

 

単収増：20 バスケット/エーカー 

 

コンバインでの適期収穫により、ロス低減、質の向上、人

件費より安い（5,000 チャット/エーカー） 
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